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一
宮
市
議
会 

12
月
定
例
議
会 

12
月
1
日
開
会
、
12
月
24
日
閉
会 

     
 

令
和
7
年
度 

12
月
補
正
予
算
・
規
模 

ま
ず
補
正
予
算
で
す
が
、
緊
急
に
予
算

措
置
が
必
要
と
な
っ
た
も
の
、
国
や
県
の

制
度
や
施
策
に
よ
り
必
要
と
な
っ
た
も

の
な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。 

主
な
も
の
と
し
て
は
、
木
曽
川
沿
川
の

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
や
冨
田
山
公
園

を
活
か
し
た
地
域
の
賑
わ
い
創
出
を
目

指
し
、「
か
わ
ま
ち
づ
く
り
」
計
画
が
2

0

2

5
年
8
月
に
国
土
交
通
省
に
登

録
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
実
施
に
向
け
た
ト
レ
ー
ラ
ー

ハ
ウ
ス
の
設
置
と
、
そ
れ
を
活
用
し
て
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
実
証
実
験
を
行
う
費

用
を
計
上
し
ま
し
た
。
2

0

2

6
年
7

月
ま
で
の
工
期
を
見
込
ん
で
い
る
た
め
、

繰
越
明
許
費
の
設
定
も
行
い
ま
す
。 

ま
た
、
令
和
7
年
度
予
算
「
イ
チ
推

し
」
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
防
犯
カ
メ
ラ
や

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
購
入
費
補
助
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
皆
様
か
ら
多
く
の
反
響

を
い
た
だ
き
、
見
込
み
を
上
回
る
申
請
が

あ
る
た
め
、
予
算
を
増
額
し
、
申
請
期
間

を
延
長
し
ま
し
た
。 

そ
の
ほ
か
、
市
民
病
院
に
お
け
る
医
療

過
誤
に
係
る
和
解
に
伴
う
損
害
賠
償
金

や
2

0

2

6
年
度
に
下
水
道
事
業
が

100
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
に
使
わ
れ
て

い
た
「
き
き
ょ
う
」
の
デ
ザ
イ
ン
に
代
わ

る
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
全
国
か
ら
募
集

す
る
た
め
の
費
用
も
計
上
し
ま
し
た
。
加

え
ま
し
て
、
今
後
の
財
政
需
要
や
大
規
模

災
害
に
備
え
、
財
政
調
整
基
金
に
28
億

円
を
積
み
立
て
る
予
算
も
計
上
し
ま
し

た
。 

 

そ
れ
ら
の
結
果
、
補
正
予
算
の
規
模
は
、

一
般
会
計
で
は
、 

29
億
6

0

0
万
円
余
の
増
額 

特
別
会
計
で
は
、 

 

2
，
5

0

0
万
円
余
の
増
額 

企
業
会
計
で
は
、 

2
億
3
，
8

0

0
万
円
余
の
増
額

と
な
り 

全
会
計
で
は
、 

 

31
億
7
，
0

0

0
万
円
余
の
増
額
補

正
と
な
り
ま
し
た
。 

単
行
議
案
の
主
な
も
の
。 

次
に
単
行
議
案
と
し
て
、
条
例
の
一
部

改
正
案
件
で
は
、
人
事
院
勧
告
に
よ
る
国

会
議
員
や
国
家
公
務
員
の
取
扱
に
準
じ

て
、
市
議
会
議
員
の
報
酬
や
特
別
職
、
ま

た
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関
連

す
る
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。 

「
一
宮
市
保
健
所
条
例
」
に
つ
い
て
は
、

大
和
北
保
育
園
と
玉
ノ
井
保
育
園
を
民

間
事
業
者
に
移
管
す
る
こ
と
に
伴
い
廃

止
し
、
民
間
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
て
老
朽
化
し
た
施
設
の
建
替
え
を
進

め
ま
す
。 

ま
た
、
「
一
宮
市
道
路
占
用
条
例
」
に

つ
い
て
は
、
愛
知
県
道
路
占
用
料
条
例
及

び
愛
知
県
都
市
公
園
条
例
の
改
正
に
伴

い
、
市
道
の
占
用
料
の
改
定
な
ど
を
行
い

ま
す
。 

「
一
宮
市
水
道
事
業
給
水
条
例
」
及
び

「
一
宮
市
下
水
道
条
例
」
に
つ
い
て
は
、

災
害
な
ど
の
復
旧
に
遅
れ
が
生
じ
な
い

よ
う
他
の
市
町
村
長
の
指
定
を
受
け
た

事
業
者
が
給
水
装
置
工
事
な
ど
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。 

次
に
、
契
約
の
締
結
案
件
で
は
、
多
加

木
公
園
流
域
貯
留
施
設
築
造
工
事
に
係

る
議
決
内
容
の
変
更
や
外
割
田
保
育
園

建
設
工
事
、
高
規
格
救
急
自
動
車
を
2

台
購
入
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
ほ
か
、
普
通
財
産
の
無
償
譲
渡
に

つ
い
て
は
、
光
明
寺
保
育
園
と
里
小
牧
保

育
園
の
老
朽
化
し
た
園
舎
の
解
体
・
建
替

え
を
条
件
と
し
て
民
間
移
管
す
る
た
め

で
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
任
期
満
了
に
伴
う
教
育
委
員
会

委
員
、
公
平
委
員
会
委
員
、
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
の
人
事
同
意
案
件

や
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
諮
問
案
件
も

無
事
議
決
・
承
認
い
た
し
ま
し
た
。 

今
回
の
、
常
任
委
員
会 

■
総
務
委
員
会 

 

自
治
振
興
費
の
、
防
犯
用
具
購
入
費
補

助
金
に
関
し
、
補
助
申
請
件
数
が
見
込
み

を
上
回
り
、
予
算
に
不
足
が
生
じ
た
。
当

初
1
，
0

0

0
件
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

11
月
末
時
点
で
は
や
く
1
，
5

0

0
件

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
る
。
予
算
不
足

に
対
し
延
長
期
間
中
に
受
け
付
け
た
申

請
は
、
補
助
金
の
中
で
流
用
を
し
な
が
ら

で
も
対
応
す
る
。
防
犯
対
策
を
一
層
推
進

し
、
市
民
が
安
心
・
安
全
に
生
活
で
き
る

よ
う
務
め
ら
れ
た
い
と
の
要
望
。 

一宮市の下水道マンホール蓋、デザイン由来 

貴船児童クラブ、 

 

場写真 



2025/  12/30  0064 号                             市政の動き・自分史、                    一宮市議会議員 岡本将嗣

お 

  

岡本将嗣のアルバム              
年末になると、自宅玄関前が素晴

らしくなります。門松を飾り、新年

を迎える準備完了です。 

12月の初旬、毎年恒例の現役高校

生と OB 会のみなさんとの親睦野球

大会。今年から硬式ボールではなく

軟式ボールに、結果は OB会の勝利。 

私の孫、小学校 2 年生。地元少年

野球に参加して、頑張っています。

学校外活動での「ストラック・アウ

ト」では、パーフェクトにはなりま

せんが、1枚残し。次回楽しみです。 

 

ストラックアウト、真剣 

 

 

母校のグランドで OB戦 

 

自宅玄関前に、門松設置 

 

■
福
祉
健
康
委
員
会 

健
康
増
進
対
策
費
（
各
種
）
が
ん
検
診

委
託
料
に
関
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
き
く
減

額
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
、
と
の
質
疑
に
、

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
希
望
者
全
員
が

受
信
で
き
る
よ
う
、
前
年
度
の
受
信
者
数

な
ど
参
考
に
予
算
を
組
ん
で
い
る
が
、
受

診
率
の
低
下
に
よ
り
、
想
定
よ
り
も
少
な

く
な
っ
た
と
の
答
弁
。
医
療
給
付
費
が
膨

ら
む
中
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

が
大
切
で
あ
る
た
め
、
受
診
の
啓
発
に
努

め
て
、
医
療
給
付
費
の
削
減
に
つ
な
が
る

よ
う
意
を
用
い
ら
れ
た
い
と
の
意
見
。 

■
経
済
教
育
委
員
会 

 

清
掃
施
設
費
の
施
設
修
繕
料
及
び
し

尿
処
理
施
設
費
の
施
設
修
繕
料
に
関
し
、

昨
年
に
続
き
、
6
月
と
9
月
の
落
雷
に

よ
り
、
環
境
セ
ン
タ
ー
ご
み
処
理
施
設
と

衛
生
処
理
場
で
火
災
報
知
器
を
は
じ
め

複
数
の
設
備
機
器
が
故
障
し
た
、
今
後
ど

の
よ
う
な
落
雷
対
策
を
し
て
い
く
の
か

と
の
質
疑
に
、
落
雷
対
策
と
し
て
は
、
シ

ー
ル
ド
ケ
ー
ブ
ル
へ
の
変
更
や
落
雷
防

止
器
具
の
設
置
が
有
効
で
あ
る
が
、
セ
ン

タ
ー
に
は
通
信
系
機
器
が
多
く
、
全
て
に

設
置
す
る
と
膨
大
の
費
用
が
か
か
る
。
落

雷
対
策
に
よ
り
動
作
が
不
良
に
な
る
設

備
も
あ
る
。
今
後
建
替
え
計
画
も
あ
る
た

め
、
費
用
対
効
果
を
見
な
が
ら
考
え
る
と

の
答
弁
。 

■
建
設
水
道
委
員
会 

 

公
園
新
設
改
良
費
の
『
か
わ
ま
ち
づ
く

り
推
進
事
業
』
に
関
し
、
国
の
交
付
金
を

活
用
し
て
木
曽
川
に
お
け
る
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
し
て
い
く
と
の
こ

と
だ
が
、
木
曽
川
河
川
敷
に
あ
る
北
方
広

場
に
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
社

会
実
験
を
行
う
こ
と
と
し
た
理
由
は
何

か
と
の
質
疑
。
北
方
広
場
は
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
場
所
で
あ
り
、

名
鉄
木
曽
川
堤
駅
や
一
宮
市
と
岐
阜
県

を
結
ぶ
木
曽
川
橋
の
近
く
に
あ
る
た
め
、

一
宮
市
だ
け
で
な
く
広
域
連
携
が
図
ら

れ
る
場
所
と
考
え
た
た
め
と
の
答
弁
。 

特
別
委
員
会
報
告 

●
名
岐
道
路
・
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
推
進
特
別
委
員

会 尾
張
一
宮
P

A
に
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ 

国
交
省
が
『
許
可
書
』
伝
達 

今
議
会
で
、
本
委
員
会
の
設
置
目
的
を
お

お
む
ね
達
成
し
た
た
め
、
本
委
員
会
を
廃

止
す
る
こ
と
と
決
し
た
。 

 

国
土
交
通
省
愛
知
国
道
事
務
所
よ
り
、

一
宮
市
役
所
で
設
置
許
可
を
知
ら
せ
る

「
連
結
許
可
書
」
を
一
宮
・
岩
倉
の
両
市

長
に
手
渡
し
た
。
周
辺
道
路
の
慢
性
的
な

渋
滞
解
消
の
ほ
か
、
物
流
の
効
率
化
、
企

業
誘
致
の
促
進
な
ど
地
域
の
活
性
化
が

期
待
さ
れ
る
。（
中
日
新
聞
記
事
よ
り
） 

今
議
会
、
追
加
議
案 

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当 

■
支
給
対
象
児
童 

①
2

0

2

5
年
9
月
分
（
10
月
支

給
）
の
児
童
手
当
の
対
象
児
童 

②
2

0

2

5

年
10
月
1

日
か
ら

2

0

2

6
年
3
月 

31
日
ま
で
に
出
生
し
た
児
童 

■
支
給
額 

児
童
1
人
あ
た
り
2
万
円 

■
支
給
方
法 

 

①
の
児
童
手
当
受
給
者
：
申
請
不
要

→
児
童
手
当
の
受
給
口
座
に
振
り
込

み
。 

 

②
の
主
た
る
生
計
維
持
者
や
公
務

員
等
は
要
申
請
。 

水
道
基
本
料
金
無
料
化
事
業 

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る
市

民
や
事
業
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
、
国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
、

水
道
基
本
料
金
無
料
化
事
業
を
2
か

月
分
（
2
月
検
診
分
と
3
月
検
針
分
）

実
施
し
ま
す
。 

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り 

来
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
で
し
ょ

う
か
。「
人
間
万
事
塞
翁
が
馬
（
に
ん

げ
ん
ば
ん
じ
さ
い
お
う
が
う
ま
）と
い

う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。
昔
、
中
国

の
塞
翁
と
い
う
人
が
飼
っ
て
い
た
馬

が
逃
げ
た
た
め
、
人
々
が
慰
め
に
行
く

と
、
塞
翁
は
「
こ
の
こ
と
が
幸
を
呼
ぶ

か
も
し
れ
な
い
」
と
悲
し
む
様
子
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
逃
げ
た

馬
が
別
の
立
派
な
馬
を
伴
っ
て
戻
っ

て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
不
幸
と
思

え
る
出
来
事
も
幸
運
に
つ
な
が
る
と

信
じ
て
、
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
な
く
健

康
に
留
意
し
つ
つ
充
実
し
た
1
年
に

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

落雷の状況（イメージ） 

貴船児童クラブ、 

 

場写真 

設置予定のトレーラーハウス（イメージ） 

貴船児童クラブ、 

 

場写真 


